
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

JOURNAL 　OF　THE　COLOR　SCIENCE　ASSOCIATION 　OF 　JAPAN

1

色の 白い は七難隠す ？

Dose　a　light　complexion 　make 　up 　for　many 　defects？
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は じめ に

　ル
ーズソ ッ クス→チ ャパツ→ガングロ の若者文化

の 中で 茶髪は広く社会 に受け入 れ られオ シ ャ レ と し

て 定着 して 緑の 黒髪を圧倒して い る。一
方 、肌色 に

つ いて は 「女 性の肌が臼くな っ た？」とい うテーマ

が各種 メデ ィ ア で 取 り上げられ、フ ァ ッ シ ョ ン リ
ー

ダ
ー

も日焼け肌 イメ
ー

ジの安室 奈美恵か ら色白路線

の浜崎あゆみへ と変わっ て きた 。

”
本当の と こ ろはど

うなの か ？
”

少な か らず肌色の 研 究 に 拘わ っ て きた

立場か らは気 にな る事 態なので 、肌色情報を整理す

る意味合い を込 めて 肌色関連 データか らの肌色の実

態解明を試みた 。

1．測色値か ら見える肌色の実態

　肌色は化粧品の 商品設計や美 容情報の 開発にお け

る基 礎的なデー
タ で あ る 。資生 堂で は コ ニ カミ ノ ル

タ製 CM −1　OOORH な どの測色計による女性顔面の 肌

色測定と解析を継続的に実施 している e これ らの肌

色デ
ー

タ か ら 「首都圏在住の 20 〜40 代女性」を図 1

に示 す 「目の 下
・頬 ・首」を測定 した ］992 年の

757 人と 2002 年に測定した 639 人分 を抽出 し、測

色値か ら肌色を解析 した。

1．1 基本データ として の顔面部位差

　顔面部位における肌色の情報は化粧 品の設計と メ

ーキ ャ ッ プイメージ を含めた美容情報の基本となる

も の で、「目の 下」 ・「頬」 ・「首」に つ いて肌色デ

ー
タの集計 と解析を行 っ た 。 色の基礎デー

タであ る

分光反射率の平均値とその マ ン セ ル 値を図2／ 1992

年と図 3／ 20Q2 に示す 。 更 に、マ ン セル色相一
マ ン

セル明度面に平均値と 950／o 信頼楕円によ り示 した肌

色 の 相互関係は図4／ 1992 年 と図5／ 2002 年の 如

くで ある 。 こ れ らの データを総合した顔面部位差の

特徴 は 「目の下 が赤 く
・
頬 は 白 くて

・首は黄 色 い」

図 1　顔面での肌色測定部位
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図2　部位別反射率の平均値／ 1992 年757 人／ コ ニ

　　 カ ミ ノ ルタCM −1000RH
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図3　部位別反射率の 平均値／2002 年639 人／コ ニ

　　 カミノルタCM −1000RH
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という肌色の関係にあ り、加え て 何れ の 部位の 明度

も 1992 年 く 2002 年で白くなる傾向にあ っ た 。

1．2 基本デー
タ と して の年代差

　加齢に伴 っ て肌色が変化す ること は経験則 として

明 らか で あ り、年代 こ との肌 色情報 は 商 品設計 や 美

容情報開発 に重要 で あ る。肌 色の年代傾 向を部位 こ

とにマ ンセル値で集計 したのが表 1で、こ の 中の明度

に着目 して 年代差と経年差を解析 し た の が 図 6 − 8 で

あ る。こ れ らの 結果 か ら 1992 年測 定の首を除 く多

くの部位で統計的な有意を伴 っ て加齢に 伴う明度低

下 が確認さ れ た 。 こ れ は加齢に よる シ ミなど の 色 む

らの増力口がもた らす肌色変化と考える ことができる 。

1，31992 年と2002 年の肌色比較

　 「約 10年間で肌色が白 く変化 して いるので は ？」

と い う肌 色 デ
ー

タ か らの 疑 問 を 整理 す るた め に

1992 年と 2002 年の 経年に着目して デ
ー

タ解析を

実施した。

　女 性の 肌 が白 くな る 可 能 性 の 背 景 と して 考 えられ
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るの が 「紫外線 と肌の 関係」と してのサ ン ケ ア 意識

の 変化とサ ン ス ク リ
ー

ン剤や高機 能美 白化粧料の定

着 である 。 サ ン ケ ア 意識や社会状況 の 変化として は、

医療機関も紫外線の人体へ の 影響を認めるかたち で

1998 年に母子健康手 帳か ら日光浴の文 言を削除 し、

200 ］年に は そ れ ま で の 日 傘 の 常識 を覆 す紫外線 防

御 に 傾注 した 黒い Eヨ傘が流行 した時代 で あ っ た。こ

のよ うな 白肌嗜好傾向 に向か っ た 2002 年の肌色を

1992 年と の 頬 の 肌色 デ
ー

タ の 比較 によ り解析 した。

年 代の 要 素を プール し て 部位 こ と に ］992 年 と

表 1 年代＆部位別肌色 の 平均値

目の下 頬 首

測
自

年
广

代 ハ ネル H（YR〕 VCH 〔YR 〕VCH 〔YR
’
VC

1992 年 ！2D代 335225 　 6184023 ．696 ．413796 ．97626372
1992 年

〆30代 1782246 ．OO4 、173 アo626391 δ．976153 ．a3
1992 年 〆40代 2442275964244046214027 ．126223 ．77
20D2 年 〆20代 1942946363 ．915 ア 166436074B634361

2002 年〆30代 2213286253995586593637206323 ．62
20D2 年〆40代 2243466 ．134 、095 ．57645380725629367
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図6　目の 下 の年代別明度／ 1992 年＆2002 年
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図4　 1992 年測定757 人の部位差と95 ％ 信頼楕円
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図 5　2002 年測定639 人の部位差と95 ％信頼楕円

b　−一一一．一．．一．．．
　 　 　 川 代 3匚E 40tt

図7　頬の 下の年代別明度／ 1992 年＆2002 年
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図 8　首の下の年代別明度／ 1992 年＆2002 年
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2002 年で比較 したのが図 9 − 11 であ り目の下 と頬

に比 べ て首が経年での 変化が小さくな っ て いる 。 こ

の こ とは 1992 年当時に 比 べ 2002 年で は サ ン ケ ア

意識が徹底 して太陽へ の露光部位で ある 目の下 と頬

の 変化 が 大 き く露光率の少 な い 首 は小 さな変化 とな

っ たと考える こ とが で き、首と頬の 色調を整理 した

図 12 からもその傾向が明 らかである 。 露光が顕 著と

思われる 20 代の頬を中心に解析 したデ
ー

タ図 13で

は 1992 年の 20 代に比 べ 2002 年の 20 代の 肌色が

統計的な有意差を伴 っ て黄白くな っ てお り、計測値

の面か らも 「近年、女性の肌色が白くな っ た」 こ と

が裏付け られた 。 更 に、肌の反 射ス ペ ク トルか らメ

ラ ニ ン濃度を推定す る手法で 算出し た メ ラ ニ ン 濃度

の挙動を解析 した図 14の結果からも白くな っ たこと

がサ ン ケア意識 （日に焼 かなくな っ た）の 変化と関

係して いることを物語 っ ている 。

2．肌色が白くな っ て い ることの傍証

　 1992 年に比 べ て 2002 年の 肌色が白くな っ て い

ることを裏付ける肌色以外の デー
タを集め解析 した。

2．1 サ ン ス ク リーン化粧料の 市場変遷

　肌が臼くな っ た一
因 が日焼け防止の効果だとすれ

ばサ ンス ク リ
ー

ン化粧料の 使用量 が増 し、市場規模

の拡が想定 され る。1990 年か ら2002 年 ま で の サ

ン ス ク リ
ー

ン 製品の市場規模は図 15の 如く で あ D、

近年 に 向けて市場規模 は2倍 に拡大 してお り、日焼け

止め化粧料の使用量と使用 場面の増加が伺える。更
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図9　目の 下 の 変化／ 1992 年 ＆2002 年
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図 12 首と頬と の色調差／ 1992 年＆2002 年

5
　　
7
　
　

5
　
　

2
》

　

匿
》

　

　

　
　

　

　
　

　

　

5

1
　
　
　
　

E
　
　
　
　

5

　

＞冂

懸
晋
ミ
亭
＾

レ

頬／ 1992年
頬／ 2002年

　　　　 57 ．51012 、5151 フ．520

　　　　　　　　マンセル色相：H（R〈10＝ ＜YR）

図 10　頬の下の変化／ 1992 年＆2002 年
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図 13 　 20 代の変化／ 1992 年＆2002 年
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図 11　 首の下の変化／ 1992 年＆2002 年
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に高機能美白スキン ケア は2002 年度で約 1600 億

円 とい う規 模 に拡大 して 、一
つ の市場を形成 して

い る 。こ の よ うに 「日に焼か な い」 ことと 「美 白」

がお手入 れとして定着 してきたこ とも肌の 白さに寄

与 して い る

2．2 化粧と肌色

　素肌の 色に合わ せ た自然 な色調 の フ ァ ン デ ーシ ョ

ン で 化粧 を仕上 げ る と い う美意識 は広 い 年齢層 で 定

着し て い る 。こ の こ とか ら、も し肌色が臼 くな っ て

い れ ば選 ばれる （購買 される）フ ァ ン デーシ ョ ン の

色も 白い 方向に変化 する こ とにな る。市場の フ ァ ン

デーシ ョ ン を色調分析 し フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン を色系

（色相）及 び 白 さ （明度 ）の 水準 で 分類 して 購 買 率と

の関係 を時系列的 に解析 した 。 色系と購買率の変遷

を図 16に白さ と購買率の変遷を 図 17 に示す。この

］0 年で フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン の 購買率は色系で は黄み寄

りの ベ ー
ジ ュ オ

ー
クル系 とベ ー

ジ ュ 系の比率 が増 し、

白さ で は最も明る い 部類の 購買率が増え て い る こ と

が確認 で き 、肌色の 変化に連動 して フ ァ ン デ
ー

シ ョ

ン の購買比率が変化 して い る実態が明 らか で ある 。

お わ りに

　この よ うな紫外線の肌 へ の悪影響の認識は皮膚科

医を中心 と した 医学界 と化粧品業界が根気良 く行 っ

た社会的広報活動が寄与 して お り、女性の 生 活ス タ

イ ル を 変 え て 肌色 を変化さ せ る ほ ど の 影響力 で
」’
化

粧の社会性
門

を再認識 した出来事であ っ た。
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図 15 　サ ン ケ ア 化粧品の市場規模変遷／株）冨士経済
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図 16 　 フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン の 色系別購買率変遷
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図 17　 フ ァ ン デ
ーシ ョ ン の 明度別購買率変遷
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